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桃花再生の詩物語『在護』における孟楽の心裏
黄  名 時
は じ め に
『大平廣記』に載る伝奇小説『社護』は約 400
字の短篇であるが,中国では今日『を護遊春』
の故事として知られ, 日本では伊勢物語にも取
り入れられ, また漢文の中でも『人面桃花』と
いうタイトルで古来から親しまれてきた。「人面
桃花」はこの故事の象徴的な凝縮であり,明解
で分かり易い。
もともと「人面桃花」は中唐の詩人生護の詩
の一句から出た言葉であり,伝奇はこの詩人を
モデルにしたストー リー であるとされる。『全唐
詩』巻三六八には在護の詩六首を収載するが,
そのなかの「題都城南荘」と題する詩には次の
ように詠う,「去年今日此間中 人面桃花相映紅
人面不知何庭在 桃花依奮笑春風」。この実在の
在護 (字は殷功)は,幾度も不
'|‐
':試｀験に落第し,
後に徳宗の貞元十二年 (796)に進士に及第した
人である。詩人の青年時代の恋愛物語の一幕が
『人面桃花』として開花じ伝奇化したものであ
ると言えよう。
物語の出典である『本事詩』は孟薬の撲とさ
れ,光啓二年(886年)の自序がある。内容は「情
感」等7種に分かれており,主として唐詩人の
有名な詩を引き,それにまつわる物語を記した
逸話伝奇集である。作者孟薬は晩唐億宗時代の
文人で,字は初中,やはり何度か科挙の試験を
受けて失敗し,乾符二年 (875)にようやく及第
して,のちに本副||(広西地方)の役人となった。
孟薬の情感篇にはほかに夫婦再縁をテーマにし
た『破鏡重園』(人と鏡)の一篇の伝奇があるハ
「人面桃花」(人と桃)の四字句はこの「破鏡重
園」とならんで古来より人口に檜矢してきた。
小論では『人面桃花』における作者の心裏を
探り,これを男女の純愛物語とする従来の説と
は異なる解釈を提示するとともに,併せて『破
鏡重園』と『人面桃花』との共通点を考察する。
二 桃花再生の物語
物語は『大平廣記』巷第二百七十四の『在護』
に収録されているが,小論では張友鶴選注『唐
宋博奇選』(社護)の以下の原文による。
博陵在護,資質甚美,而孤潔寡合。奉進士
下第。清明日,獨遊都城南。得居人荘,一畝之
宮,而花木叢率,寂若無人。拍門久之。有女子
自門隙窺之,問日 :『誰耶 ?』護以姓字封,日:
『尋春獨行,酒渇求飲。』女入,以盃水至 :開門,
設休命坐 ;獨侍小ツ除斗オ可作立,而意周殊厚,妖
姿媚態,綽有餘妍。を以言挑之,不¥|。彼此日
注者久之。在辞去,送至門,如不勝情而入。在
亦1巻目砂而蹄。爾後絶不復至。及末歳清明日,忽
思之,情不可抑,径往尋之。門院如故,而己鎖
局之。在因題詩於左扉日 1『去年今日此間中,
人面桃花相嘆紅 ;人面不知何虎去,桃花依奮笑
春風。』後数日,偶至都城南,復往尋之。聞其中
有哭啓,叩門問之。有老父出曰 :『君非を護耶 ?』
日 :『是也。』又哭日 :『君殺吾女 !』 在驚但,
莫知所答。老父「」:『吾女算年知書,未適人。
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自去年以来,常′陛惚若有所失。比日典之出,及
掃,見左扉有字,讀之,入門而病,遂絶食敷日
而死。吾老夫,惟此一女,所以不嫁者,1年求君
子,以託吾身。今不幸而須,得非君殺之耶 !』
又持在大哭。在亦感慟,請入哭之。尚餞然在床。
在奉其首,枕其股,哭而祝目 :『某在斯,某在
斯。』須央開目,半日復活。老父大喜,遂以女蹄
之。
[ストー リー の梗概]
博陵の人生護は推挙されて進士科を受験した
が落第となった。春の清明節の日,一人でうさ
ばらしに長安の郊外へ散策に出かけたところ,
酒を飲み喉が渇いたので,桃の花咲くとある一
軒の人家で娘から水を一杯もらう。娘は在護に
ひとめぼれし,在護も娘の美しさに心引かれた。
しかし,娘は在護から話しかけられても何の返
事もしなかった。互いに言葉を交わすこともな
く別れたが,娘はそれからというものずっとぼ
んやりとして気が抜けたような状態になった。
在護もその時は娘に対し思いを寄せていたが,
それきり訪ねて行くことはなかった。
一年後の同じ清明節の日になって,ふと昨年
のことを思い出した在護は娘を慕う気持ちを抑
えきれず,まっすぐに家を訪ねて行ってみると,
誰もおらず留守であった。そこで自分の思慕の
念を詠った「人面桃花」の詩を扉に書き残して,
去年会った美女にまた会いたい旨を伝えて帰っ
た。
数日後,近くまで出かける用事があった在護
が再びその家をたずねると,年老いた娘の父親
からなじられ,次の如く事の次第を告げられた。
「外出先から戻った娘は扉に書かれてあった詩
を読んだあと,急に病気になり,何も喉を通ら
ず,数日後にそのまま死んでしまった。娘はあ
なたのせいで死んだのだ」と。を護は嘆き悲し
「崖護遊春」図
み,今もなお生きているかのような娘の亡骸を
抱いて号泣した。そして祈りながら呼びかける
と, まもなく娘は目を開き,生き返った。父親
は大いに喜び,一人娘を在護に嫁がせた。
物語の背景は八世紀木のある年の清明節の
日,所は都長安の郊外,登場人物は在護と娘お
よびその父親計二人と,ストー リー の設定は一
見単純明解にみえる。だが,登場する三者の心
理はそれぞれ複雑であることが凛売み取れる。と
りわけ在護の恋と,娘の愛との間には微妙なズ
レが存在し,そこにはこころのゆきちがいが稲、
められよう。次節では,才子と佳人両者の心理
構造を中心に分析していくこととしたい。
なお,版本の違いによって原文に計十八ケ所
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の出入りがあるが,ここでは小論の論点と特に
かかわる異同についてのみオ計商しておく。それ
は次の三ケ所である。
①「挙進士下第」は『太平廣記』では「挙進
士第」,『全唐詩』では「挙進士不第」とある。
②「彼此日注者久之」は版本によって「目注
者久之」となっている。
③「 |■此一女」は版本によって「此女」となっ
ている。
三 才子 と住人の二つの視点
才子と住人の出会いとその後の展開について
物語を整理すると,以下の三つの場面に分けら
れる。
① (ある清明節の日の出来事)
ハンサムな士人の在護が長安の郊外で人家を
見かけ,水をもらいたいと頼んだことから美し
い娘に出会い,ひと時の間に互いに心を引かれ,
別れぎわに娘が辛そうにしていた場面。
② (翌年の同じ清明節の日の出来事)
翌年の同じ清明節の日に,在護が娘を慕って
去年の家を訪ねたが,間が閉まっていたので,
扉に一篇の詩を書きつけて帰った場面。
③ (この清明節の数日後の出来事)
それから数日後,在護がたまたま近くまで出
かけた折に, またその家を訪ねたところ,年老
いた父親から娘の死を告げられる。在護が娘の
頭を膝に抱いて祈り,1戻を落とすと,その涙に
娘は奇跡的に甦り,二人が結ばれる場面。
この中で才子と佳人の心の接点は,要約する
と次のような筋立てになっている。
当初互いにその魅力に引かれる→男は三度と
現われず女の一年間の片思いとなる→男の詩作
を見た女は悲しんで死ぬ→男の涙と析りによっ
て娘が蘇生する→相愛を確認後,父親の認知に
よって結婚の大団円に至る,ということになる。
この伝奇は,士人と美女という定型パターン
による才子佳人の恋愛物語の一つであると言え
よう(1)。これは不遇の才子在護が,桃の花の下で
美女と出会い,紆余曲折をへて最後にめでたく
結ばれるという物語であるが, しかし子細にみ
ると,そこには未婚男女の心の行き違いとその
背景力ヽ 売み取れる。双方の恋愛に対する取り組
みや姿勢が異なっている。細部についても版本
によって違いがあり,異なる解釈が生じうるが,
小論では,才子佳人の恋愛の展開と両者の心の
すきまについて分析を試みる。即ち,才子と佳
人の性格,心理および恋の背景を読み解き,そ
の人物像を明らかにし,併せて筆者の仮説など,
いくつかの解釈も提示したい。
(1)才子サイドの恋とその環境
星護という人物は冒頭に「奉進士下第」(科挙
試験に落第)とあるように不遇の才子とされて
いる。しかし,例えば『太平廣記』では「奉進
士第」(試験に及第)としている。ただ,科挙試
験に及第したのでは不遇の才子像が失せて物語
の主旨が不鮮明になろう。科挙の再受験のため
に娘と会えないという想定にも無理が生じ,伝
奇の後半の展開は無用となる。多くの版本が「奉
進士不第」もしくは「奉進士下第」とし,不遇
の才子像を以て物語を展開している所以であ
る。なお,前述の如く,実在の在護は何度も科
挙試験に落第している。
孤高のハンサムな青年の出会いのきっかけは
清明節に出かけたことであった。清明節の日,
人々は城外に出て墓参りし,IL野で酒宴を開く
風習であったようである。しかし,生護はかた
ぶつで交友関係も狭かったため,当日は一人で
気晴らしに散策に出かけ,科挙試験の失敗で傷
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心していたため焼け酒でも飲んでいたのであろ
つ。
とある人家で美しい娘と出会い,在護は惚れ
られた。だが,娘に誘いかけても一向に反応が
ない。「彼此目注者久之」とある如く,互いにじっ
と見つめあうだけであった。帰りがけになって,
娘は耐えかねる表情で奥に入っていく。在護も
娘のことが気になって,何度もうしろを振り返
りながら帰って行く。しかし,酒の勢いで衝動
的に娘に話しかけた一時の恋にすぎなかったの
か,在護はその後,それ以上追い求めることは
なかった。そのまま娘をほっておいたのは在護
のエゴによるものであろう。娘はその後一年間,
片思いを余儀なくされた。
不遇の才子在護は,潔癖で孤独な性格であり,
科挙の再受験で,それどころではなかった。立
身出世の道を優先させたのである。したがって,
途中一年間の空白は受験勉強を選択した男のエ
ゴイズムと解せる。立身出置のために女性との
恋愛を後回しにするという話は,他の伝奇にも
多々現れている。当時インテリはエリー トコー
スをめざす者が多く,科挙制度の定着にとも
なって,恋愛と地位名誉といずれを選択するか
で,実際に多くの人が悩む場面が多数出現した
ものと思われる。上述の如く,版本によって異
同があるが,ここでは「奉進士第」ではなく,
「泰進士不第」もしくは「奉進士下第」とする
のが良い。一時娘に心引かれた在護がぷっつり
と三度と訪ねて行くことがなかったわけとして
は,科挙の受験準備に忙殺されたと解するのが
文脈に合うと考えられる。
エゴのもう一つの背景としては,当時恋愛や
縁談話は, 自分の意思ではなく, しばしば親に
よって取り決められたことがその原因の一つと
してあったことも挙げられよう。
さて,翌年の同じ清明節の日になって,長安
城内でたまたま桃の花を見かけたのであろう,
在護はふと一年前の娘との恋を思い出した。娘
を慕う気持ちを抑えきれず,すぐに会いに行く
が,ここに一年間の空自後の身勝手な程護の衝
動的行動の一端がうかがわれよう。娘の家を訪
れたが留守のため「人面桃花」の詩を書き残し,
美しい娘に再度会いたい旨を伝えた。詩は七言
絶句で,一,二句は去年の情景を,三,7]句は
今現在の様子を詠っている。(意味上大差はない
が,ここにも版本による異同がある。「人面不知
何虎去」は「人面祗今何庭去」,「人面不知何庭
在」,「人面不知何庭是」があり,「桃花依奮笑春
風」は「桃花依菖笑東風」がある。)
数日後,たまたま通りがかった際に再度娘の
家を訪れた。通りがかりに訪ねていったという
ところにも,在護の情熱の薄さ,計画性のなさ
等クールな人物像が露呈している。
娘の父親から,娘が詩を読んだ後,すぐ病気
になって絶食じ数日後にはそのまま死んだこと
が伝えられた。それはちょうどを護が三度目に
家を訪れた頃に娘が亡くなったということにな
る。
しかし在護は娘の死ぬほどの恋心に感動し,
胸打たれた。そして, 自分の過ちを後悔し,泣
いて娘の亡がらに何度も呼びかけた。すると在
護の思いが伝わったのか,娘は蘇生した。父親
は二人の結婚に,「]意し,こうして娘は願いがか
ない在護に嫁いだのである。
ただ, 自己本位の人間像をもつ在護が糸屯真に
心から喜んで結婚したのか,娘の “病死"のい
きさつ等の責任を感じて嫁にもらっただけなの
か,さだかではない。
「父大喜,遂以女掃之。」とある如く,古代で
は結婚相手は親が取り決めていた。そのため,
才子が恋愛相手との約束を破ってまで,父母の
いいなずけを妾る例が多々ある。そこには大団
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円もあり,悲劇も起こりうる。ハッピーエンド
となるか悲劇的結末となるか,それは男女の愛
情の強弱によって決定される。例えば『鴬鴬博』,
『雹小玉博』など,そのことによる悲劇を記す
悲恋小説も少なくない。これらの作品は不条理
な婚姻制度への批判を描くものとして理解され
る。
(2)住人サイドの愛とその背景
水を一杯もらいたいと頼みにきた美男子の在
護にうっとりしたのか,娘はたいそう気がある
様子で,「～作立而意属殊厚」とある。この一人
娘の性急な恋心の生起は,その原因の一つに,
日頃から立派な男性を迎えて年老いた父を楽に
させてやりたいという気持ちが強くあったこと
が背景にあると考えられよう。
だが,男性との交際経験がなく,初恋であっ
たのか,在護から話しかけられても何も答えら
れず,ただじっと在護のことを見つめるだけで
あった。(版本によって,ここは「彼此」の二文
字がなく,娘が主語となって「目注者久之」と
ある。)
古には男女が普通に語り合うことができず,
父母が婚約を言いつける習わしであった。娘が
恋心をもちながらもその思いを伝えられない背
景には,恋愛や縁談は親の意見によって左右さ
れたからであろう。当時, とくに女性はいわゆ
る伝統的道徳や因習に縛られていた。
在護が帰る際,「如不勝情而入」とある如く,
娘は気持ちを抑えきれぬ様子で中へ入っていっ
た。そのまま分かれてしまうことに耐えられな
かったのである。娘は在護にひとめぼれをした
と言えよう。
上述の如く,古代においては恋愛や婚約の話
は親が中心となることが慣習化していた。娘の
ひとめぼれの背景には,「杵求君子以託吾身」と
あるように,娘としても,自分の結婚によって,
父親の老後の安心を計 りたいという願いが平生
からあったと考えられる。だが,娘はそれを回
に出すことはなかった。
翌年の清明節まで何の音沙汰もなかったその
一年の間,娘は在護のことが頭から離れず,日々
ぼんやりとして気が抜けたような状態に陥っ
た。娘は自分が当初から在護に心引かれ,声を
かけられたにもかかわらず気持ちを相手に伝え
られずに分かれたことを後に悔やんだことであ
ろう。在護が三度と訪ねてこないため,やはり
片思いであったのかと悲しみ,時には耐えかね
て涙を流したことも想像に難 くない。
二年目の清明節になって,留守中に門に書き
残された在護の詩を読んだとたん,娘は急に大
きなショックをうける。読み書きのできる娘は
在護の自分への気持ちを込めた言葉をこの時は
じめて日にした。忘れようとしていた (或いは
諦めかけていた)桃花の下での初恋の記憶が鮮
明に甦った。 しかし,残された詩には,次いつ
来るとも書かれていない。娘の心境は喜びと悲
しみの入り混じったものと思われる。一年間溜
めていた恋心が一気に込み上げ,再度在護に恋
いこがれた。だが,こ護が訪れて来るのは年一
回の清明節と考えたのか,彦星織姫のように年
一度の機会にはとても耐えられないと悲観し,
来年のその日まで在護を待てないと思い詰めた
のであろう。或いはそれとも,一年も音沙汰す
らなかった在護は情熱のない身勝手な人間だと
悲観したのか。いずれにしてもつかみ切れぬ自
身の恋の前途に絶望感をいだいたのであろう,
詩を読んだ直後に悲しみのあまり病み,食事も
喉を通らず,数日後には死んでしまったという。
娘は,片一方的ではあるが死ぬほどに在護を愛
したのであった。
だが,結末で,娘のひたむきな恋は成就した。
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生き返ることによって一途な思慕の念が報わ
れ,父親は一人娘の結婚を許したのである。
(3)両者の対比を通して見える『人面桃花』の
実像
『人面桃花』の舞台では,主人公社護が登場
するのは トー タル三日のみである。間に一年間,
在護は杏として消息すらなかった。一年後の二
度目の訪間にしても,衝動的に娘宅を訪れて詩
を書残していっただけであり,その後の行動が
伴っていない。在護の三度目の訪間時の状況に
しても,「後数日,偶至都城南」であり,たまた
ま用事で娘の家近くまで来た時に立ち寄っただ
けで,わざわざ来たわけではない。その用事が
なければ,娘のを護との再会のチャンスは永遠
に断たれ,全く異なる結末になる。そのことを
考えるならば,娘に対して情熱に欠ける在護の
クールな人間像が逆に浮き彫りにされよう。そ
こには孤高の才子の傲慢な行動形態が見え隠れ
している。
この物語は歴代,才子サイドに立った,男側
の感情の視点から解釈がなされてきた。だがス
トー リー が語るのは,娘の恋の病であり,いわ
ゆる相思相愛の純愛物語では決してない。娘ひ
とりが恋の炎を燃やし,在護の情熱は感じられ
ず,薄情でさえある。「人面桃花」の詩に詠われ
るような情熱は行動には現われていないのであ
る。
したがって,物語は純情な女の片思いであっ
て,互いの一日ぼれではないことが分かろう。
物語の真の主人公は社護ではなく娘とすべきで
ある。これは恋する女性が一年間の片思いをへ,
紆余曲折,死から生への復活をへてその初恋が
実り,幸せを勝ち取った物語と解されよう。
才子の恋と佳人の愛は同質ではなかったこと
がうかがわれる。佳人の一途な愛情は才子の一
時的な恋心よりもはるかに強い。科挙落第生で
あった才子の恋心は衝動的その場的で自己本位
なものであリクールである。それに対して住人
の恋情はひたむきであり,文字通り死ぬほど愛
していたことが蝙売み取れる。最後に娘の一途さ
に胸打たれた在護の祈りの涙によって娘が生き
返り,父親の認知を得たことが,救いである。
恋愛における男と女の難しさが物語の中に投影
されていると言えよう。
(4)仮死と仮病の仮説
女にとって男の涙がその愛情の深さを測る尺
度になっているのであろうか。在護が涙を落と
し祈りながら娘に呼びかけると,娘はまもなく
息を吹き返した, という。
娘はある意味,一時的な仮死状態にあったと
想定するのはどうであろうか。或るいは,数日
間の絶食と衰弱で単に気を失っていただけでは
ないか。娘の死は,年老いた父親の単なる思い
込みではなかったか。娘が死んだというのは老
父が在護に対して語っているセリフの部分であ
る。物語の中では,娘が「尚偉然在床」とある
が,仮に仮死状態に陥ったということが成立す
るならば, さらには仮病仮死ではないか, と疑
うのはどうであろうか。
この父娘の芝居説について説明しよう。在護
が二年目の清明節の数日後に,たまたま通りが
かりに娘の家を再度訪ねたのだが,ちょうどこ
の時を護がやって来るところをたまたま見かけ
た父と娘は,一芝居うった,ということである。
在護が門前に到着する直前に老父は大声で泣き
はじめ, ここから二人の芝居はスタートする。
父親が一年前の清明節の日以来このかたの娘の
悲恋と不幸な経過を在護に説明した。とどめは
「今不幸而須,得非君殺之耶 !」 (あなたのせい
で娘は死んだ)の一言であった。「尚厳然在床」
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(娘がきちんとした様子でベッドに寝ていた)
という描写があるが,在護は,仮病で死んだふ
りをする娘に気付かず, 自分が悪かったと心か
ら悲しんで涙を落とした。そして最後に目を覚
まし起き上った娘とそのまま結婚することに
なった。はめられたのである。二人の一大芝居
の背景には,一つに父親の言う「吾老臭,惟此
一女,所以不嫁者,特求君子,以託吾身。」に現
れるごとく,ひとり娘を立派な才子に嫁がせて
自分の将来の保証をも得ようとする日頃の打算
がその日剖動いた, ということである。もう一つ
には一年後にたびたび現れるつかみどころのな
いを護に対して,「一年もほっておくなんて,な
んて人なの !」 という一年間相手にされなかっ
た娘の怨情があった, ということになろう。
しかし,この伝奇の結末を父娘による計略と
読むにはやや無理があり,仮病説はやはり奇想
天外であるとすべきであろう。
四 『破鏡重園』と『人面桃花』
(1)『破鏡重園』の物語(2)
孟桑の『本事詩』情感篇にはもう一篇の作『楊
素』の伝奇を載せている。これは成語「破鏡重
回」の典故になった逸話であり,その全容は次
の如くである。
陳太子合人徐徳言之妻,後主叔費之妹,封
柴昌公主,才色冠絶。徳言篤太子舎人。方周時
簡し,恐不相保,謂其妻日:「以君之才容,國亡
必人権豪之家。斯永絶臭。偉情縁未断,猶真相
見。宜有以信之。」乃破一鏡,各執其半。約日 :
「他日必以正月望賣於都市。我営在,即以是日
訪之。」及陳亡,其妻果入越公楊素之家,寵髪殊
厚。徳言流離辛苦,僅能至京。遂以正月望訪於
都市,有蒼頭賣半鏡者,大高其債,人皆笑之。
徳言直引至其居,予食,具言其故,出半鏡以合
之。乃題詩曰:「鏡典人倶去。鏡蹄人不蹄。無
復姉蛾影。空留明月輝。」陳氏得詩,1弟泣不食。
素知之,′1倉然改容,即召徳言,還其妻,働厚遺
之。聞者無不感嘆。働典徳言陳氏偕飲,令陳氏
篤詩曰:「今日何遷次,新官¥1奮官。笑喘倶不
敢,方瞼作人業色」遂興徳言蹄江南,党以終老。
出本事詩 (『大平廣記』巻一六六,氣義・楊素,句
読点は筆者)
これは南朝陳から隋にかけて生きた陳太子侍
従の徐徳言とその妻楽昌公主を題材とした物語
である。夫婦は戦乱による離別を予期し,後日
再会のために証として大切な鏡を二つに割って
それぞれ所持した。その後,心ならずも二人は
離散したが,果たしてこの半折鏡を手がかりに
約束した方法によって相手を捜しあて,再団円
を成し遂げた。
「破鏡」とは夫婦の愛情のしるしであり,そ
れは当初から “鏡の復元"すなわち “夫婦の再
会"を意図したもので,鏡を破る目的は再度の
円満が前提となっている(3)。
作者は,世にも稀な相愛夫婦の奇跡的 ドラマ
を思い描いている。結末においてス トー リー を
転換させ,離散夫婦の憂いを二人の喜びの大団
円へと導いた。覆水を盆に戻すような感動的展
開となっている。これは仲睦まじい夫婦の変わ
らぬ愛情と強い絆の存在なしには成立しえない
というのが作者の論点である。
(2)『破鏡重園』と『人面桃花』の共通手法
両者の上辟交によって明かになる共通性を中
心にまとめておこう。
①悲喜離合をめぐる愛情物語の構想は,結末
を悲劇か大団円とするかの択一ができるが,作
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者は二つの伝奇について共通してハッピーエン
ドをテーマとした。
②両者ともに才子と佳人が登場している。
③前者は夫婦が主人公であり,後者は未婚の
男女が主人公である。
④前者は戦乱による夫婦の離散を試練とし,
後者は才子のエゴイズムによる男女間の恋の空
自と危機を展開する。
⑤両者とも,男女の縁を取l,戻すために何か
を介在させる手法を取っている。前者は破鏡を
介しての再会を,後者は桃(4)(生命力)の花の再
生を軸とするものである。ここでは,桃花は美
女そのものをも象徴する。
⑥両者とも才子の詩才が現れた形になってい
る。詩の格調はいずれもロマンチックで,女に
会いたい心情を伝えており,物語のドラマチッ
クな展開のなかで大きな役割を担っている。
前者の五言詩 :
鏡典人倶去,鏡帰人不帰。
無復姉蛾影,空留明月輝。
後者の七言詩 :
去年今日此間中,人面桃花相映紅。
人面不知何庭去,桃花依旧笑春風。
前者の媒体はこの詩に詠われた鏡であり,且
つその詩が役割を果たしている。後者では,媒
体は年々咲く桃の花であるが,実際はその桃花
を詠ったこの詩が作用している。
⑦両者ともに詩を見た女は涙を落とし,悲し
みのあまり食事も喉を通らない有り様を描く。
③両者とも最後に物語のクライマックスを描
き,離別の悲劇が一転して再会のハッピーエン
ドに至る。生き分かれた夫婦が再会し,死別じ
た恋人が甦った。
⑨「破った鏡」は重円が前提になっており,
同様に「桃の花」は再生が前提になっている。
前者は「破鏡」によって夫婦は再会・団円を成
し遂げた。後者では,恋愛の空白・危機は桃花
の再生によって機会を得,娘の死は桃花の暗示
する生命力の復活再生によって二人は再会し伴
侶となった(5)。桃の花が咲くかざり,そこには再
生と再会のチャンスがある。ストー リー の筋立
てにおいて,作者は強靭な桃の再生 (生命)力
に意味と役割をもたせたのである。
⑩「破鏡と人間」と「桃花と人間」の物語は,
後世そのストー リー と詩の主題を以てそれぞれ
「破鏡重園」と「人面桃花」という四字旬に集
約された。
『破鏡重回』の物語は,紆余曲折をへてハッ
ピーエンドに至る中に,夫婦の絆と愛情の強さ
を描き出している。一方の『人面桃花』は,紆
余曲折をへてハッピーエンドに至るまでの未婚
男女の恋愛過程の切なさ,不確かさ,弱さを見
事にリアルに描き出している。ここに作者の確
かな鑑識眼,構想の才および筆力を見いだすこ
とができる。
孟薬は漢代以来の「破鏡」にまつわる伝承を
以て先に「破鏡」の物語を構成し,つづいてそ
の大団円のパターンを踏襲して「桃の花」をめ
ぐる物語を構想したものと思われる。“桃花"再
生の物語は “破鏡"団円のハッピーエンドと共
通する手法が用いられており, ともに再会や重
縁をめざしたものである。他の多数の伝奇小説
同様,深い愛情が不思議な奇跡を起こすという
ストー リー にまとめあげた。ここにその共通す
る手法と類型的パターンが認められる。
『人面桃花』は中唐詩人桂護をモデルにした
フィクションであるが,実は作者自身が物語の
士人像の中に投影されているのではないだろう
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か。孟薬自身もまた科挙に何度も落第した不遇
の才子であった。
孟薬は晩唐という時代に生き,唐帝国の没落
する情景を目の当たりにしている。作者は初唐
の劉廷芝(651～678)「代悲自頭翁」の詩中の「年
年歳歳花相似,歳歳年年人不同」(桃李の花と人
との対比)を念頭に諸行無常を意識するも,中
唐の詩人を護の詩に詠う桃花という植物の強い
再生の生命力にヒントを得,意識して美女の蘇
生による再会 。重縁の大団円を以てストー リー
を構成した。『破鏡重回』の物語と同様,そこに
は王朝終焉の後に一筋の光を見いだそうとする
作者の心が暗示されているのであろう。死から
生への転換の話の如く,悲劇に陥らんとする愛
情物語を,いずれも奇跡で以て悲劇に終わらせ
ることのなかった作者の心情が察せられる。
五 お わ り に
男女の愛情は生死をも越える奇跡を起こすこ
とができることを,この物語は語っている。長
安近郊のうららかな桃の花咲く人家をバックに
くりひろげられる,ややミステリアスなこのプ
ロットは劇詩にふさわしく,「人面桃花」のこの
典故は中国では後世よく引用され,劇化されて
人々に深い感動を与えてきた。宋代には説話人
の口にものは｀り,『緑省新話』,『酔翁談録』に収
録され,つづく元。明。清の各時代においても,
この「人面桃花」に基づいて戯曲。伝奇・詩詞
等がいくつも作られつづけた。今日『人面桃花』
の故事は京劇の演目の一つとして伝統芸能など
にもしばしば上演され,小説など種々の翻案も
作られている。また絵画や挿し絵等にも,「人面
桃花」をテーマにした図案が見られる。そこに
は桃の花を背景に鏡を手にした美女が1苗かれて
いるものも見られる。人々の意識の中では,『破
鏡重園』という離れ離れになった夫婦二人が再
会してハッピー エンドとなる故事と,桃のもつ
生命エネルギーの中に蘇生の思いを託した『人
面桃花』の未婚男女が再会し大団円を果たす物
語との両篇に,共通の意義を見いだしているの
であろう(6)。孟薬の『本事詩』情感篇に採録され
たこの二篇の伝奇小説には共通の類型的手法が
用いられている。
ただ,諸外国にも,女性が死んだあと運命的
に知り合った男性によって息をふきかえし,最
高の幸せをつかむというタイプの類話が多々み
られる。例えば西洋のグリム童話の物語の中な
どにも,『人面桃花』に見られる涙で生きかえる
ラブストー リとの共通点や類似性を指摘できる
のである。
(壬午 清明節)
[図版 出典 ]
「社護遊春」図:施瑛選『唐代博奇選繹』上海古籍出
版社
「 |■■¬L′」=」
(1)中国古小説の中の男女の恋愛物語には,出逢いと
愛の高まりに始まり,別れと女の死をへて,男の帰
還と女の蘇生によって二人の愛が記、知され落着する
パターンがあることが寸罰商されている。(『中国古小
説選』本間洋一編,和泉書院 一九九二年 参照)
(2)拙論『「破鏡 (重園)」の伝承とその習イを一―漢六朝
隋膚の副葬半折鏡一 』名古屋学院大学外国語学部
論集第6巻第2号,名古屋学院大学産業科学研究所,
一九九二年参照。
(3)「中国少数民族の間に語りつがれている愛の物言剖
の一つにトンンャン族の「鏡の面影」というのがあ
る。これは婚約者が互いに破鏡を持ち合い,そのお
陰で二人がめでたく円満に結ばれるというス トー
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リー である。これは明らかに夫婦再会の「破鏡重園」
の伝承を継承するものであるが,主人公が未婚男女
であるところは注日される。(『中国少数民族愛情故
事選』甘斎人民出版社 一九八三年参照)
(4)桃は生命力や長生のシンボルである。古来より,
その多子という特徴は女性の性と結びつけられ象徴
的な意味あいをもつものと考えられた。超越的な生
命力付与の能力をもち, また邪気を払う霊的な威力
を秘めた仙果とされてきた。
(5)この蘇生の話は,六朝志怪小説に多々ある再生説
話の影響をオ罰商できる。
(6)今日,成語として用いられる「人面桃花」の言葉
には,未婚女性ではなく「妻を偲ぶ」意として使わ
れる次のような例がある。「営他従國外回末,愛人己
不知搬到イir庭。他姑立旧地恨然良久,真有人面桃花
之感。」(賀銘華『多功用成語典故辞典』南海出版公司
一九九一年)
[文献・資料]
。『大平廣記』中華書局 一九八一年
・『白話太平廣記』北京燕山出版社 一九九二年
・趙畑選註『太平廣記選』齊魯書社 一九八〇年
・『太平廣記』北京美術撮影出版社 一九九二年
・『唐宋博奇精選』天津人民美術出版社 一九九二年
・『全唐詩』上海古籍出版社 一九八六年
・『中国文学家大辞典』(在護)上海書店出版社 一九八
一年
・張友鶴選註『唐宋博奇選』人民文学出版社 一九七
九年
・施瑛選『唐代博奇選詳』上海占籍出版社
・薫贔,小雨『中国博奇故事』未来出版社 一九九〇
年 (ここに収録された『窪護遊春』も純愛物語を基
軸にしてアレンジした改編作である)
・張競「唐代小説と恋の成立」『竹田晃先生退官記念東
アジア文化論叢』汲古書院 一九九一年
(本稿は二〇〇〇年度,名古屋学院大学研究奨
励金による研究成果の一部である。)
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